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そ
の
後
、
各
教
室
に
分
か
れ
て
本
校
生
徒
会
の

生
徒
よ
り
学
校
生
活
や
学
校
行
事
、
部
活
動
等
を

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て
説
明
し
ま
し
た
。

写
真
や
動
画
な
ど
を
用
い
た
説
明
は
中
学
生
に
も

好
評
で
し
た
。
説
明
後
は
、
質
疑
応
答
が
あ
り
、

中
学
生
の
疑
問
に
本
校
生
が
答
え
ま
し
た
。 

 

分
散
会
の
終
了
後
は
、
部
活
動
見
学
を
行
い
、

中
学
生
達
は
、
熱
心
に
見
学
を
し
て
い
ま
し
た
。

本
校
は
「
文
武
両
道
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て

い
ま
す
の
で
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
目
標
に
、

本
校
に
入
学
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 
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八
月
一
〇
日
（
火
）
、
一
一
日
（
水
）
の
二
日
間
、

English 
Immersion 

Program

を
実
施
し
ま
し
た
。

外
国
人
講
師
と
英
語
漬
け
の
二
日
間
を
過
ご
し
、
楽
し
く

英
語
で
話
す
こ
と
や
議
論
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
英
語
に
対
し
て
苦
手
意
識
が

な
く
な
っ
た
」、「
ど
ん
な
こ
と
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、

ま
す
ま
す
国
際
化
が
進
む
世
界
で
、
生
徒
達
が
活
躍
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
  

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル 

 

七
月
三
〇
日
（
金
）
、
本
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
徹
底
す
る
た
め
、
保
護
者
の
参
加
は
ご
遠
慮
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
三
〇
の
中
学
校
か
ら
、
約
三
五
〇

名
の
中
学
生
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
ず
体
育
館
で
全
体
会
を
行
い
、
校
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
募
集
広
報
部
長
よ
り
単
位
制
の

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。 


